
- 1 -

令和７年春ダイヤ改正等について会社説明を受ける
１２月１３日、名古屋地本は会社から令和７年３月１５日(土)実施の「令和７年春ダイヤ改正」につ

いて説明を受けました。今回のダイヤ改正では、①豊橋駅での同一ホーム乗り換えにより利便性

向上、②夜間車両留置、回送列車の見直しが提案されました。Ｒ７年１２月以降実施とす

る、在来線名古屋駅における駅輸送体制の見直しについての説明も行われました。

また、２０２５Ｄ飛騨古川行き特急ひだ２５号において車掌による車内清掃を行う事と、

ワンマン･ツーマン列車でドア閉時刻の変更を行い、発車時刻となってドア閉とする事の

説明がありました。

組合からは、清掃の問題、名古屋駅立ち番廃止による安全性低下などを提起し以下のような議

論を行いました

【主な議論】

組合：大きくは変わらないという印象。豊橋･名古屋･大垣運輸区で乗務キロの変動がある。

会社：豊橋駅連動取替による同一ホーム乗り換えが行われ、直通列車が減り列番を変更している

ため。名古屋運輸区においては異常時を考え、普通列車を増やしている。

組合： 同一ホーム乗り換えによる変動はどのくらいなのか。

会社：直通列車は１４本から３本へ、同一ホーム乗り換えは８本から７９本へ、跨線橋を渡るのは１７

本となる。

組合：中津川運輸区車掌の２４７．２キロの増加はどのような内容か。

会社：インバウンドの増加により、しなの号の便乗であったのを特改としている。

組合： ドア閉のタイミングの変更については運転時分は組み込まれるのか。

会社：停車時間を１５秒減らして、発車時刻となってドア閉とし起動開始する。ドア閉時の時間分と

して、運転時分に１５秒組み込む。

組合：名松線における夜間留置、回送列車見直しとはどの様な内容か。

会社：家城駅での夜間留置を再開する。下り本線のみ水平化工事を２月以降行う。

組合：家城駅寝室はしばらく使っていない。使用出来る状態なのか。

会社：清掃を行う。本務と予備と二部屋使えるようにする。

ＪＲ東海労働組合 名古屋地方本部

業務ニュース名古屋
2024年12月17日 NO.４２５

発行責任者 松山 文成

編 集 業 務 部



- 2 -

２０２５Ｄについては飛騨古川駅着後ＣＭＣが清掃を行っているが、高山運輸区車

掌が行う事とする。２５Ｄ･２０２５Ｄは高山運輸区車掌乗務とし、美濃太田運輸区

車掌と持ち替える。

組合：ＣＭＣにおける人員不足の影響だろうが、車掌は清掃のプロではない。無理があるのではな

いか。２５Ｄ･２０２５Ｄは遅延する頻度が高い。遅延時においては掃除時間が極端に少なくな

る。サービス低下を懸念する。

会社：掃除方はマニュアルを作り教育していく。遅延時にどのような清掃とするかは検討していく。

組合：サービス低下とならないよう、ＣＭＣによるプロの掃除を行うべき。

名古屋駅の駅輸送体制見直しついては、立ち番を廃止するのか。

会社：立ち番をなくしていくこととなる。輸送本部で一括して管理していく。

組合：通勤時間帯は危険ではないか。異常時の対応はできるのか。

会社：朝夕のホームに人員を配置するのかは考えて行く。 異常時は信号や列車無線で対応して

いく。

組合：過去には目の不自由の方が衝撃された事もある。看板駅である名古屋駅に人が居ないので

は、お客様から不安の声が出るのではないか。組合として申し入れを検討する。

会社：今後も説明を行っていく。

地本は、これらの説明を受け以上のような議論を行ってきました。１２月２５日、要求をまとめ会社

に提出し来年１月２８日に再度ダイヤ改正について議論を進めます。

以 上
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